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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第65期
第１四半期
連結累計期間

第66期
第１四半期
連結累計期間

第65期

会計期間
自  平成23年４月１日
至  平成23年６月30日

自  平成24年４月１日
至  平成24年６月30日

自  平成23年４月１日
至  平成24年３月31日

売上高 (百万円) 24,843 23,085 94,790

経常利益 (百万円) 6,371 5,760 20,919

四半期(当期)純利益 (百万円) 3,791 3,383 12,824

四半期包括利益又は包括利益 (百万円) 3,610 1,597 12,714

純資産額 (百万円) 238,113 239,202 239,601

総資産額 (百万円) 262,821 261,563 261,486

１株当たり四半期(当期)
純利益金額

(円) 107.42 97.78 366.11

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 89.5 90.3 90.5

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、希薄化効果を有している潜在株式が存在し

ないため、記載しておりません。

　

２ 【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている

事業の内容について、重要な変更はありません。

また、主要な関係会社についても異動はありません。　
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項

のうち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に

記載した「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。

なお、重要事象等は存在しておりません。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したもので

あります。

　
(1) 業績の状況

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、一部に緩やかな回復の兆しが見られたものの欧州

債務危機等による海外経済への懸念や長期化する円高・株安の企業業績への影響等、依然として景気動

向は不透明な状況が続きました。

このような状況下当社グループは、平成22年12月に連結子会社化しましたヒロセコリア株式会社との

営業、開発、生産面での連携を一段と深めつつ当社グループのグローバル事業拡大を進めると共に、昨年

12月より製品開発部門、生産技術部門、営業・マーケティング部門等を集約した横浜市都筑区の新社屋

「横浜センター」を中心に、高度化する市場ニーズへの更なる迅速な対応を目指し、高付加価値新製品の

開発・販売体制の強化を推進して参りました。

その結果、当第１四半期連結累計期間の売上高は230億８千５百万円（前年同期比7.1％の減）、営業利

益は54億２千１百万円（同11.7％の減）、経常利益は57億６千万円（同9.6％の減）、四半期純利益は33

億８千３百万円（同10.8％の減）となりました。

　

報告セグメントごとの業績を示しますと、次の通りであります。

[多極コネクタ]

当社の主力製品群であります多極コネクタは、丸形コネクタ、角形コネクタ、リボンケーブル用コネク

タ、プリント基板用コネクタ、FPC(フレキシブル基板)用コネクタ、ナイロンコネクタ等多品種にわたりま

す。

主として携帯電話・スマートフォン、デジタル情報家電、パーソナルコンピュータ、通信機器、カーエレ

クトロニクス等の分野から計測・制御機器、FA機器及び医療機器などの産業用機器等の分野まで幅広く

使用されているコネクタであり、今後の更なる高度情報通信ネットワーク化社会及び環境を考慮した省

エネ化社会の進展とともに需要の拡大が見込まれております。

当第１四半期連結累計期間は、自動車市場向け及びヒロセコリア株式会社の受注・売上は好調に推移

したものの一部携帯電話・スマートフォンメーカーの停滞の影響もあり、売上高は184億２千９百万円

（前年同期比8.6％の減）、営業利益は45億８百万円（前年同期比12.9％の減）となりました。
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[同軸コネクタ]

同軸コネクタは、マイクロ波のような高周波信号を接続する特殊な高性能コネクタであり、主にマイク

ロ波通信機、衛星通信装置、電子計測器、または携帯電話・スマートフォン及び伝送・交換装置等に使用

されるコネクタであります。なお、光コネクタ、同軸スイッチもこの中に含んでおります。

当第１四半期連結累計期間は、売上高は33億５千３百万円（前年同期比8.0％の減）、営業利益は８億

２千５百万円（前年同期比11.1％の減）となりました。

　
[その他]

以上のコネクタ製品以外の製品として干渉波EMS等の電子医療機器、マイクロスイッチ類及びコネクタ

用治工具類を一括しております。

当第１四半期連結累計期間は、売上高は13億２百万円（前年同期比26.6％の増）、営業利益は８千７百

万円（前年同期比148.0％の増）となりました。

　
なお、当社グループは、管理単位の変更に基づき、前第３四半期連結会計期間より、従来「その他」の区分

に属していました方向性結合器、固定減衰器及び同軸スイッチ等の高周波デバイス製品を「同軸コネク

タ」セグメントとしております。

それに伴い、前第１四半期連結累計期間についても、変更後の区分方法により作成しております。

　

(2) 財政状態の分析

当第１四半期連結会計期間の総資産は、現金及び預金の増加などにより、前連結会計年度に比べ７千７

百万円増加して2,615億６千３百万円となりました。負債は支払手形及び買掛金の増加などにより、４億

７千６百万円増加して223億６千１百万円となりました。また、純資産は、為替換算調整勘定の減少などに

より３億９千９百万円減少して2,392億２百万円となりました。この結果、自己資本比率は90.3％となり、

前連結会計年度末と比べ0.2％低下しました。

　

(3) 研究開発活動

当社グループにおける当第１四半期連結累計期間の研究開発費は、12億８千６百万円であります。この

他に研究開発活動の成果として、工具器具などの固定資産で計上したものが、９億８千５百万円あるた

め、合わせますと、研究開発費投資額は22億７千１百万円となります。

なお、当第１四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありま

せん。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 80,000,000

計 80,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成24年６月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成24年８月７日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 40,020,73640,020,736
東京証券取引所
（市場第一部）

単元株式数は100株でありま
す。

計 40,020,73640,020,736― ―

(注)　提出日現在の発行数には、平成24年８月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使により発行さ

れた株式数は、含まれておりません。

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(千株)

発行済株式
総数残高
(千株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高
(百万円)

平成24年６月30日 ― 40,020 ― 9,404 ― 12,007
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(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

　

(7) 【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できない

ため、記載することができないことから、直前の基準日（平成24年３月31日）に基づく株主名簿による記

載をしております。

① 【発行済株式】

平成24年３月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 － 　 － －

議決権制限株式（自己株式等） － 　 － －

議決権制限株式（その他） － 　 － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式） 　

－
株主としての権利内容に制
限のない、標準となる株式　普通株式 5,416,500

完全議決権株式（その他） 　普通株式 34,562,100345,621 同上

単元未満株式 　普通株式 42,136 － 同上

発行済株式総数 　 40,020,736－ －

総株主の議決権 － 　 345,621 －

(注)　１ 「完全議決権株式(その他)」及び「単元未満株式」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式がそれぞ

れ100株(議決権１個)及び55株含まれております。

２ 「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式18株が含まれております。

　

② 【自己株式等】

平成24年３月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式） 　 　 　 　 　

　ヒロセ電機株式会社
 東京都品川区
 大崎５－５－23 5,416,500－ 5,416,500 13.53

計 ― 5,416,500－ 5,416,500 13.53

　

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号)に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間(平成24年４月１日

から平成24年６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成24年４月１日から平成24年６月30日まで)

に係る四半期連結財務諸表について、有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。

　

EDINET提出書類

ヒロセ電機株式会社(E01939)

四半期報告書

 7/17



１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成24年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 107,703 110,178

受取手形及び売掛金 ※１
 23,344

※１
 23,120

有価証券 27,735 29,092

商品及び製品 3,799 3,677

仕掛品 2,378 2,314

原材料及び貯蔵品 1,009 1,056

未収入金 3,203 2,165

その他 2,940 2,787

貸倒引当金 △50 △48

流動資産合計 172,064 174,345

固定資産

有形固定資産 26,448 26,388

無形固定資産 1,511 1,382

投資その他の資産

投資有価証券 59,014 56,225

前払年金費用 337 329

その他 2,195 2,978

貸倒引当金 △85 △85

投資その他の資産合計 61,461 59,447

固定資産合計 89,421 87,218

資産合計 261,486 261,563
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成24年６月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 ※１
 10,415

※１
 11,313

未払法人税等 3,205 2,195

賞与引当金 1,461 882

役員賞与引当金 122 90

その他 4,027 5,295

流動負債合計 19,231 19,778

固定負債

退職給付引当金 170 196

その他 2,481 2,386

固定負債合計 2,652 2,583

負債合計 21,884 22,361

純資産の部

株主資本

資本金 9,404 9,404

資本剰余金 14,371 14,371

利益剰余金 269,620 271,101

自己株式 △54,692 △54,692

株主資本合計 238,704 240,184

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 2,394 2,290

為替換算調整勘定 △4,496 △6,219

その他の包括利益累計額合計 △2,101 △3,929

新株予約権 63 61

少数株主持分 2,936 2,884

純資産合計 239,601 239,202

負債純資産合計 261,486 261,563
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

(単位：百万円)

前第１四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年６月30日)

売上高 24,843 23,085

売上原価 14,061 13,085

売上総利益 10,781 9,999

販売費及び一般管理費 4,644 4,577

営業利益 6,137 5,421

営業外収益

受取利息 192 180

受取配当金 62 64

その他 130 150

営業外収益合計 385 395

営業外費用

為替差損 141 12

その他 9 44

営業外費用合計 150 56

経常利益 6,371 5,760

特別損失

固定資産除却損 15 18

投資有価証券評価損 － 76

特別損失合計 15 94

税金等調整前四半期純利益 6,356 5,666

法人税等 2,467 2,085

少数株主損益調整前四半期純利益 3,889 3,580

少数株主利益 97 197

四半期純利益 3,791 3,383
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【四半期連結包括利益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

(単位：百万円)

前第１四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年６月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 3,889 3,580

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 113 △104

為替換算調整勘定 △392 △1,878

その他の包括利益合計 △278 △1,982

四半期包括利益 3,610 1,597

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 3,517 1,556

少数株主に係る四半期包括利益 92 41
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【継続企業の前提に関する事項】

該当事項はありません。

　

【連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更】

該当事項はありません。

　

【会計方針の変更等】

　
当第１四半期連結累計期間

(自　平成24年４月１日  至  平成24年６月30日)

（会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更）

当社及び国内連結子会社は、法人税法の改正に伴い、当第１四半期連結会計期間より、平成24年４月１日以後に取得

した有形固定資産について、改正後の法人税法に基づく減価償却方法に変更しております。

なお、これによる当第１四半期連結累計期間の損益に与える影響は軽微であります。

 
　

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

　
当第１四半期連結累計期間

(自　平成24年４月１日  至  平成24年６月30日)

税金費用の計算

当社及び連結子会社（一部を除く）は、税金費用について、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前

当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じ

て計算しております。

 
　

EDINET提出書類

ヒロセ電機株式会社(E01939)

四半期報告書

12/17



　

【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

※１　四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理しております。

なお、当第１四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満

期手形が、四半期連結会計期間末残高に含まれております。

　

　
前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成24年６月30日)

受取手形 146百万円 127百万円

支払手形 26  〃 474  〃

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、

第１四半期連結累計期間に係る減価償却費(のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。)及びのれ

んの償却額は、次のとおりであります。

　

　
前第１四半期連結累計期間
(自  平成23年４月１日
至  平成23年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自  平成24年４月１日
至  平成24年６月30日)

減価償却費 1,666百万円 1,776百万円

のれんの償却額 17  〃 17  〃

　

(株主資本等関係)

前第１四半期連結累計期間(自  平成23年４月１日  至  平成23年６月30日)

１．配当金支払額

　

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年６月29日
定時株主総会

普通株式 2,648 75.00平成23年３月31日 平成23年６月30日 利益剰余金

　

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計

期間の末日後となるもの

該当事項はありません。

　

当第１四半期連結累計期間(自  平成24年４月１日  至  平成24年６月30日)

１．配当金支払額

　

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年６月28日
定時株主総会

普通株式 1,903 55.00平成24年３月31日 平成24年６月29日 利益剰余金

　

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計

期間の末日後となるもの

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

前第１四半期連結累計期間(自  平成23年４月１日  至  平成23年６月30日)

　　　　（単位：百万円）

　 報告セグメント その他
（注）

四半期連結
損益計算書
計上額　 多極コネクタ 同軸コネクタ 計

売上高 　 　 　 　 　

　外部顧客への売上高 20,169 3,644 23,814 1,029 24,843

　セグメント間の内部
　売上高又は振替高

― ― ― ― ―

計 20,169 3,644 23,814 1,029 24,843

セグメント利益(営業利益) 5,173 928 6,102 35 6,137

(注)　「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、干渉波EMS等の電子医療機器、マイクロ

スイッチ類及びコネクタ用治工具類等を一括しております。
　

当第１四半期連結累計期間(自  平成24年４月１日  至  平成24年６月30日)

　　　　（単位：百万円）

　 報告セグメント その他
（注）

四半期連結
損益計算書
計上額　 多極コネクタ 同軸コネクタ 計

売上高 　 　 　 　 　

　外部顧客への売上高 18,429 3,353 21,782 1,302 23,085

　セグメント間の内部
　売上高又は振替高

― ― ― ― ―

計 18,429 3,353 21,782 1,302 23,085

セグメント利益(営業利益) 4,508 825 5,334 87 5,421

(注)　「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、干渉波EMS等の電子医療機器、マイクロ

スイッチ類及びコネクタ用治工具類等を一括しております。

　

２．報告セグメントの変更等に関する事項

当社グループは、管理単位の変更に基づき、前第３四半期連結会計期間より、従来「その他」の区分に

属していました方向性結合器、固定減衰器及び同軸スイッチ等の高周波デバイス製品を「同軸コネク

タ」セグメントとしております。

それに伴い、前第１四半期連結累計期間についても、変更後の区分方法により作成しております。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　

項目
前第１四半期連結累計期間
(自  平成23年４月１日
至  平成23年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自  平成24年４月１日
至  平成24年６月30日)

１株当たり四半期純利益金額 107円42銭 97円78銭

 (算定上の基礎) 　 　

四半期純利益金額(百万円) 3,791 3,383

普通株主に帰属しない金額(百万円) ― ―

普通株式に係る四半期純利益金額(百万円) 3,791 3,383

普通株式の期中平均株式数(千株) 35,298 34,604

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当たり四半
期純利益金額の算定に含めなかった潜在株式で、前連結会計
年度末から重要な変動があったものの概要

― ―

 (注) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、希薄化効果を有している潜在株式が存在しないため、

記載しておりません。

　

２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成24年８月７日

ヒロセ電機株式会社

取締役会  御中

　

有限責任 あずさ監査法人

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    佐    藤    孝    夫    印
　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    宮    木    直    哉    印
　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    矢    嶋    泰    久    印

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているヒロ
セ電機株式会社の平成24年４月１日から平成25年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間
(平成24年４月１日から平成24年６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成24年４月１日から平成24
年６月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半
期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを行った。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して
四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のな
い四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用する
ことが含まれる。
　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸
表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レ
ビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施
される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において
一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手
続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正
妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、ヒロセ電機株式会社及び連結子会社の平成24
年６月30日現在の財政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示して
いないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。
　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
　

 

(注) １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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